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今後の水道施設の更新等について今後の水道施設の更新等に て
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水道施設の運転管理

浄水場・配水池・管路・ポンプ等の水道施設について、点検・調査・清掃等の運転管理を適浄水場 配水池 管路 ポンプ等の水道施設について、点検 調査 清掃等の運転管理を適
切に行うことにより、効率的に運用し、機能を十分発揮させるとともに、その機能を保持し、
延命化を図る。
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水管橋の塗替え
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水道施設のストック量
水道への投資額の推移（平成20年価格） 平成20年度末資産額の内訳（平成20年価格）
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出典：水道におけるアセットマネジメント取組促進等業務報告書
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水道施設の更新費用の将来推計

【現在価格（兆円）】 16 894億円/年

法定耐用年数で更新した場合
～現況資産のH21－H62の更新需要～

法定耐用年数で更新した場合

1 600 000

1,800,000

設備

建築

土木

管路

【現在価格（兆円）】

配水支管, 16.80兆円

土木, 7.61兆円

建築, 2.31兆円

管路その他0.007兆円

16,894億円/年

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

新
需

要
（
百

万
円

） 管路

機械, 6.80兆円

59.0兆円

200 000

400,000

600,000

800,000

1
年

当
た

り
の

更
新

計装, 4.99兆円

配水本管, 7.07兆円
電気, 5.13兆円

0

200,000

2009
～2010

2011
～2015

2016
～2020

2021
～2025

2026
～2030

2031
～2035

2036
～2040

2041
～2045

2046
～2050・現況資産に対するH62までの更新需要は59.0兆円

取・導水管, 1.82兆円
送水管, 5.64兆円

施設その他, 0.85兆円

出典：水道におけるアセットマネジメント取組促進等業務報告書

ピ法定耐用年数で更新した場合の更新費用は年平均14,050億円/年となり、更新需要のピークは
H23～H27で16,894億円/年となり、平成21年度の投資額（実績）9,800億円を上回っている。

４



持続可能な水道事業を実現するための取り組み
～アセットマネジメント実践のイメージ～

施設の財政事情が悪化
更新需要に対応
できない？
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水道施設の健全度投資額と更新需要の推計
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